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第1章　 緒 言

骨髄 中に特異な る増血物質 の存在す ること

は既に第1, 2編 に於て屡 々のべ た 所 で あ る

が,骨 髄物質 の投与に よりか ゝる増血物質 の

存在を組織学的に検索し実証せ る文献は少 く

大野12),岡16)の 記 載を見 るに止 まる.而 して

骨髄を移植せん とす る試みは古 くよりな され,

頓宮39)等の文献を見 るも埋没部位に於け る組

織学的所見 の記載あ るのみにて埋没母体 の血

液像に及ぼす変化 は勿論各 種臓器に及ぼす組

織学的変化に就いては全 く記載 されていない.

私は赤色骨髄を正常家兎筋膜下に埋没 し,そ

の末梢血液像を検 索 しその量適 当なれば よく

その生 理的平衡状態を 破 りて 増血作 用 を 呈

し,而 もそれは骨髄埋没 に特有に して比較的

長期に亙 り持続す る ことを第1編 に於て明 ら

かに8た が,か ゝる際に於け る各種臓器即ち

骨髄,脾 臓,肝 臓,下 垂体及び副腎に及ぼす

影響を組織学的に検索 し,以 て骨髄埋没に よ

る増血作用の特異的な ることを更に立証せん

として本実験を行つた.

更に又骨髄埋没に よる造血促進作用は,埋

没せ る骨髄 が真 の意味に於け る移植に成功 し,

そ こで造血促進物質を新 し く産生 し放 出す る

ためか,又 は単に埋没部位 に於て持て る造血

促進物質を放 出して増血を来たす ものかを明

らかにせんがために埋没骨髄の組織学的検索

を行 うと共に,又 造血促進物質が如何な る経

路を通 り埋没母体の造血組織に作用す るもの

なるやを知 らんがため埋没骨髄 と埋没母体 と

の間の血管系連絡 の有無について も検索を行

つた.

第2章　 実 験 方 法

実験動物,実 験材料並びに埋没方法は第1

編に於け ると同様に して,埋 没量は適当量た

る体 重毎瓩0.5瓦 とした.尚 対照例には第1

編 同様に筋肉を同量埋没 した.

埋没を行 いた る家兎を1週, 2週, 3週,

 30日 及 び40日 目の各時期に亙 り頸 動脈を切断

して殺 し,大 腿骨々髄上1/3,脾 臓,肝 臓.下

垂体,副 腎並びに埋没せ る骨髄を取 り出 し,

主 として10%中 性 ホルモンにて固定 し,パ ラ

フ ィン包埋を行い,ヘ マ トキシ リン,エ オジ

ン重染色を型の如 く行つた.骨 髄巨核球は40

視野(15×100Tiyoda)中 の平均数で表わ し

た.

又 埋没母体 と埋没骨髄 との間の血管 系連絡

の有無をた しかめんがためには,骨 髄埋没後



2602　 溝 手 専 一

前記 各時期に頸動脈を切断 し失血死せ しめた

る後腹部を開 き腹 部 大動脈 よ り墨汁を注入 し,

墨汁が下半身全体にゆ き亙 りた る後埋没せる

部 を周囲組織 と共に取 り出 し,ス パルテホル

ツ式透明標本を作製す ると共に,一 部を以て

パ ラフ ィン包埋後連続切片を作製 した.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 骨髄埋没 の各種臓器に及ぼす

組織学的影響

骨髄.先 ず正常家兎大腿骨々髄の組織学的

所見を見るに,骨 髄は赤色髄であ り実質細胞

と脂肪細胞は略 々均等に分 布 し,比 較的分明

に白血球形成 巣と赤血球形成巣 とに区別 し得,

骨髄 巨核球は40視 野(15×100 Tiyoda)中 平

均11.5個 であつた.

同種 骨髄埋没例第1週 に於 ては実質細胞 と

脂肪細 胞は略々均等に分布すれ ども,部 分的

に実質細胞の増加せ る所が見られる.赤 血球

形成巣 に於ては核の小 さい包体 の乏 しい弱塩

基性 の細胞即ち有核赤血球がかな り有 し,白

血球形成 巣に於ては好酸性顆粒を持つ細胞が

増加 してい る.骨 髄 巨核球は包体が弱酸性に

染 ま り核の大き くて数の少い もの,核 が小 さ

くて数の多い ものが混在 し, 40視 野(15×100

 Tiyoda)中 平均10.5個 を数えた.第2週(附

図1)に 至 ると細胞密度は著明に増加 しあた

か も実質骨髄の如 き観を呈 し,核 分裂像 も甚

だ多 く一見 してその機能旺 盛 とな れ るを 知

る.而 して幼若有核赤血球が著明に増加 し,

白血球形成巣に於ては第1週 間同様好酸性細

胞増加が してお り,幼 若な 好 中性 細 胞 もか

な り認めた.骨 髄 巨核球は40視 野(15×100

 Tiyoda)中 平均22.75個 と著明に増加を認め

た.第3週 に於 ては細胞密度は著明に増加す

れ ども第2週 に於けるよ り稍々軽度であつた.

赤血球形成巣に於ける有核赤血球 も著明に増

加すれ ども第2週 に於け るより稍 々少 く,白

血球形成巣に於ては同 じ く好酸性 細胞 の増加

を認めた.骨 髄 巨核球は増加 し, 40視 野(15

×100 Tiyoda)中 平均18個 であつた. 30日 以

降に於ては細胞密度は略 々正常家兎 と同様に

して,幼 若有核赤血球 もその数を減 じ正常家

兎 と大差な く,白 血球形成巣に於ては正常家

兎のそれに近 くなるも一部尚好酸性細胞の増

加せ る部分を認めた.骨 髄 巨核 球は40視 野

(15×100 Tiyoda)中 平均30日 目は7個, 40

日目は10.5個 と正常家兎及び後述の対照例 と

大差を認めなかつた.

異種骨髄埋没例に於ては第2, 3週 に於て

細胞密度並びに有核赤血球 の軽度の増加を認

めるも,同 種骨髄埋没例 に於け る如 く著明で

な く,骨 髄 巨核球は40視 野(15×100 Tiyoda)

中平均第2週 は8個,第3週 は10個 に して対

照例並びに正常家 兎と大差を認めなかつた.

尚白血球系に於ては同種骨髄埋没例 と同様好

酸性細胞 の増加を認めた.

筋 肉を埋没せ る対照例に於 ては,細 胞密度

が第1週 目に正常家兎骨髄 に比 し稍 々密なる

例 を見 るも他はすべて各時期に亙 り正常家 兎

骨髄 と大差を認め なかつた(附 図2).赤 血

球形成巣に於ては各時期共に正常 家兎と大差

な く,白 血球形成巣に於ては好酸性細胞の増

加を骨髄埋没例 と同様認めた る他著変なかつ

た.又 骨髄巨核球は40視 野(15×100 Tiyoda)

中第1, 2, 3週,及 び30日 目に共に夫々平均

9個, 7個, 6個, 7個 を数え,正 常家兎 と

大差を認めなかつた.

脾臓.同 種及び異種骨髄埋没例並びに対照

として筋肉を埋没せ る例 に於て も,各 時期に

亙 り,白 色髄に軽度の増生あ るもの,胚 中心

が殊に明 らかに認め られ るもの,竇,脾 髄に

軽度の欝血 あるもの,脾 索,脾 材に軽度の肥

厚 を認め るもの,多 形核 白血球 の浸潤像あ る

もの,又 網状織細胞にヘモヂデ リン顆粒の貪

喰せ るもの等の所見を見るも,か ゝる所見は

正常家兎の脾臓に於 て も毎常見 られる程 度の

変 化であつて異常所見 とは考 えられず,脾 臓

に埋没に よる影響はな かつた もの と云 え よ

う.

肝臓.同 種及び異種骨髄 埋没例並びに筋 肉

埋没例 に於て,共 に各時期に亙 り,中 心静脈,

小葉間静脈に軽 度の欝血あ るもの,肝 細胞 に

溷濁腫張,軽 度の脂肪変性 ある もの,グ リソ
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ン氏鞘 に軽度の細胞浸潤あ るもの等軽度の変

化を認 める も正常家 兎肝臓に於て も毎常 見 ら

れ る程 度に して著変な きもの と考 えられ る.

下垂体.同 種及 び異種骨髄並びに筋肉埋没

例共に前葉に於ては主細胞,好 酸性細胞,好

塩基性細胞の比率は正常家 兎組織像 と大差な

く,中 葉に於け る濾胞の コロイ ドも正常 に し

て,又 後葉に も著変な く,埋 没に よる影響は

認め られなかつた.

副腎.各 例共に皮質に於け る毬状層,索 状

層,網 状層に肥大,増 生等の所見な く,リ ポ

イ ド量 も正常に して,又 髄質に も著変 を認め

なかつ た.

第2節　 埋没骨髄の組織学的変化

先ず同種骨髄埋没片の組織学的 変化 につい

て見 るに,第1週 に於て既に大部 分の骨髄細

胞の核は濃縮 されnekrobioseの 状態 となるも

一部 尚幼若白血球に生存 し,又 骨髄内被細胞

も生存せ るが如 し.埋 没片の周囲には 若い紡

錘形 の間葉性細胞た る結合織を認め ることあ

り(附 図3).骨 髄細胞は上記nekrobioseの

状態 を第3週 頃 まで続け, 30日 目頃には骨髄

細 胞の核は破 砕,融 解 しnekrobioseの 状 態

を尚保つ も壊死におち入れ る部分多 くな り,

一方骨髄内被細胞は10日 目頃 よ り2～3個 融

合 し異物 巨細胞に移行す ると思われるが如 き

像を結合織 と骨髄組織 との間に認め る.30日

目頃 には明 らかに異物巨細 胞の出現を見,又

単核 の脂肪顆粒細胞を 少 数 認 め る.40日 目

(附 図4)に 至 ると脂肪細胞は尚異物巨細胞

の間に入 りまち り認めるも,骨 髄細胞は殆ん

ど吸收 され一部に小円形細胞の浸潤を見 るこ

とあ り.然 しなが ら大量埋没せ る例の一部に

は,埋 没後47日 目に至るも尚明 らかに骨髄組

織を認めた.即 ち骨髄細胞は 大部分壊死にお

ち入 り,骨 髄 巨細胞 も変性 におち入れ るに も

不拘尚少数 の骨髄 芽球,骨 髓球 を認める こと

があ る.然 し乍 ら大部分は上記 の如 く異物巨

細胞の出現に よ り40日 前後には吸收 され るも

の と考え られ る.

次に 異種骨髄埋没片の組織学的変化につい

て見 るに,同 種骨髄 埋没片 と同様既に第1週

に於て骨髄細胞の核 は 破 砕,融 解 しnekro

bioseの 状態 におち入 るも壊 死 の部分 多 く,

生存せ るが如 き像は認めず,第2週 目頃 よ り

骨髄 組織の周囲に結合織性の被膜を形成 し,

被膜 中に少数の異物 巨細胞 と脂肪顆粒細胞の

出現を見,又 好酸球,単 球,プ ラスマ細胞等

の浸 潤像を認めた.而 して 日と共に被膜は厚

くな り,主 として被膜 と骨髄組織 との間に出

現せる脂肪顆粒細胞に より骨髄組織は漸次吸

收 されるを知つた.

第3節　 埋没骨髄 と周囲組織 との間の

血管連絡に就 いて(附 図5)

先ず同種骨髄 埋没例について見 るに,第1

週 目に透明標本に於て一部墨汁が骨髄 組織中

に浸入せるが如き像を見 るも,之 と同一標本

の一部にて組織学的に見 るに墨汁は結合織 と

骨髄組織 との間の血管に 入 りた る もの に し

て,骨 髄組織 と直接連絡せるものは認めなか

つた.而 して2～3週 目に至 り異物巨細胞 の

出現 と共に血管は之等巨細胞の間に浸入すれ

ども直接骨髄組織 とは連絡な く,主 として骨

髄組織の外側 に血管は豊富に見 られた.

異種骨髄埋没例 に於て もすべ て埋没せ る骨

髄組織 と埋没母体の血管 と直接連絡せ るが如

き像は認められず,墨 汁はすべて埋没骨髄組

織の周囲に形成せ られた る被膜中の血管に浸

入 し,網 状の血管網の形成 されてい るのを知

つた.

第4章　 総括並びに考按

赤色骨髄を適 当量(体 重毎瓩0.5瓦)家 兎

大腿内側筋膜下に埋没 しその末梢血液像を検

索す るに,埋 没後相 当長期に亙 り赤血球数及

び血色素量の増加を来たす ことは第1編 に於

て明 らかにせ る所であ るが,本 編に於 てはか

ゝる際に於ける埋没母体 の造血臓器,そ の他

の臓器についての組織学的変化 も検索せ しに,

埋没後2～3週 に於て骨髄に明らかに造血機

能亢進の像 を認め,反 之脾臓,肝 臓並びに内

分泌臓器たる下垂体,副 腎には著変な きこと

を知つた.又 埋没せ られた る骨髓 の組織学的

変化につい ても検索 し,埋 没せ る骨髄は同種
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に於ては速かにnekrobioseの 状態におち入 る

も第1週 目には尚一部生存せ るが如 き像を認

め,後 長 くnekrobioseの 状態 を保ち,異 種

骨髄片にて も速かにnekrobioseの 状態 に お

ち入 るも壊死になれ る部分多 く,共 に漸次吸

收 されるを知つた.更 に又墨汁注入に よ り透

明標本並びに組織標本を作製 し,埋 没せ られ

た る骨髄 と埋没母体 との間の血 管系につい て

も検索 し,直 接血管連絡なきを認めた.

扨 て,骨 髄物質の投与によ り造血臓器の機

能亢進を来たす ことは第1編 に於てのべ た如

く広 く諸家 の認める所であ るが,こ れを組織

学的に立証せ る例は少 く,大 野12),岡16),教

室三由65)の文献を見 るに止 まる.即 ち大野12)

は骨髄細胞自家融解液を家 兎に非経 口的に投

与 し,そ の量適 当なる時即ち体 重毎瓩5竓 投

与の場合,投 与後4～10日 前後に於て家 兎骨

髄組織像に於 て有核赤血球巣の増殖甚だ し く

核 分裂像 も甚だ多 く一 見してその機能の著 し

く亢進せ るを認め,岡16)も 同様 の所見を記載

してい る.又 大野12)は脾臓,肝 臓,淋 巴腺の

諸臓器について も検索 し,こ れ ら臓器には著

変なかつた とのべてい る.教 室三由65)はベ ン

ゾール中毒家兎に骨髄 エキスを 使用 し,末 梢

血液像に於てその貧血恢復促進作用 あるを認

めると共に骨髄 の組織学的所 見について も記

載 し,無 処置の対照例 と比較 し骨髄実質細胞

の恢復は非常に良好であつた とのべている.

骨髄 埋没によるその末梢血液像の 変化は骨

髄エ キス投与の場 合に比較 し相当長期に亙 り

増血を来たす ことは第1編 に於 て明 らかに し

たが,本 実験に於ては埋没母体 の骨髄 の組織

学的所見に より,大 野12)の骨髄 エキスの場合

に比 し長期に亙 り機能亢進の像あ るを認め,

末 梢血液像に於け る比較的長期に亙 る増血を

組織学的に立証 し得た と共に,骨 髄埋没に特

有 なることを明 らかに した.即 ち同種骨髄埋

没の場合,埋 没後2～3週 に亙 り埋没母体 の

骨髄 の細胞密度は密であ り,有 核赤血球巣の

増殖著明に して核分裂像 も多 く,骨 髄 巨核球

も40視 野(15×100 Tiyoda)中2週 目平 均

22.75個, 3週 目平均18個 に して,正 常家兎

の11.5個,筋 肉埋没を施行せ る対照例の2週

目に於け る7個,及 び同一条件に よ り実験せ

る三由65)の正常例の11.8個 に比較 して明 らか

に増加 し,骨 髄機能 の亢進せ るは明 らかであ

る.而 して異種骨髄埋没例に ては末梢血に於

て同種の場合に比 し増血は軽度であつたが,

骨髄組織像に於ても同種に比 しその機能亢進

の像は軽度であつた.北 村23)は臓器埋没療法

は一種 の蛋白体療法にす ぎない とのべ てい る

が,本 実験に於て対照 として筋肉を埋没せ る

家 兎の骨髄の組織学的所見 は正常家兎 と大差

な く,反 之,骨 髄 埋没に よる赤血球数増加は

特有な るものに して,骨 髄 中にはホルモン様

の造 血促進物質 の含 まれてい ることが明 らか

である.次 に白血球系に於て特異な るは同種,

異種骨髄 及び筋肉埋没例 共に既に第1週 目よ

り好酸性細胞の増加せ る事実であ る.之 は埋

没せ られた る蛋 白の作用に よる広義 のア レル

ギー性 変化に よるもの と考えられ,人 体に於

ける下垂体埋没時に見 られ る好酸球増加 と同

様の もの と考 えられる.而 して第1編 に記載

せ る末梢 白血球百分率に於て好酸球の増加せ

ざるは家兎に於てはその百分率が0～0.5%と

非常 に少 きため,少 数増加 して も百分率にて

.は明 らかに増加を認め られない もの と考 えら

れ る.

次に骨髄以外の臓器即ち脾臓,肝 臓及び内

分泌臓器た る下垂体,副 腎の組織学的変化を

見 るに,先 ず脾,肝 臓に於 ては著 変を認めず,

この ことは骨髄エ キス投与の大野12)の成績 と

よく一致す る.次 に最近内分泌 と造血 との関

係が種々議論 されてい る所であ るが,下 垂体

摘 出が貧血を惹起 す ることは 古 く犬 に よる

Aschner72)の 実験以来 多 くの人に より確 かめ

られ,又 昭和29年 日本 内分 泌 学 会 に 於 て

Evansは 下垂体の醋酸分劃 中に極めて著明な

赤血球増加作用 あるホルモ ンの分離に成功 し

た と講演 してお り,又 性腺,甲 状腺,副 腎の

摘 出に よつて生ず る貧血の存在についても尚

一部に疑義はあ るも,臨 床的に副腎皮質不全

症 たるアヂソン氏病に貧血を見 る事実 があ り

兎角之等 ホルモンが赤血 球増生に直接或は間
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接に影響 を及ぼ してい ることは想定にかた く

ない.本 実験に 於てはか ゝる意味に於て骨髄

埋没が内分泌臓器た る下垂体,副 腎に如何な

る影響を組織学的に及ぼすやを検索 したが,

著変を認めず先ず影響なかつた もの と考 えら

れる.

以上の如 く骨髄埋没家 兎の骨髄,脾 臓,肝

臓,下 垂 体及び副腎の組織学的所見にて,骨

髄以外の臓器には著変を認めなかつ たが,こ

の ことよ りして骨髄埋没に よる赤血球数増加

は埋没せ られた る骨髄 中に存す る造 血促進物

質が,他 の臓器を介す る ことな く直接埋没母

体 の造血臓 器に作用す る もの と考 えられ る.

次 に骨髄 の移植に関する文献を見 るに,既

に古 くよ りこの試みは行われてい る.即 ち頓

宮39)は骨 と共に埋没せ られた る骨髄は8日 乃

至 129日 後 に は 全 く萎縮 又 は 中心部 は壊 死 に

おち入 るとのべ,上 田10)は家兎を使用 し皮下

及び肝臓 内に埋没 し3～4ケ 月に亙 り観察 し,

之を3期 に分ち第1期 には 大部分壊 死におち

入 り,第2期 分には 大部吸收 されその生活を

保てる細胞は全 く原形に復 し,第3期 以後即

ち15日 以降には生命を保 てる細胞は再びその

機能 を回復 し血球の造 成 を 営 む とい つ て い

る. Loeb90)は 鼠 及 び 家兎に就て 自家及び 同

種移植を皮下脂肪 内に行い,移 植片の一部又

は全部が結締織 に変性 す とのべ, Bull76)は 家

兎にて特 にEndostの 附着せ る骨髄 片の自家

移植を皮下脂肪内に施行 し,骨 組織に近似せ

る構造を存す る再生像を認め,浅田3)は 同 じ

く家兎の骨髄組織 を腸間膜淋 巴線 内に自家移

し造 血機能 の発現を見ず といい,又 最近広植

津54)は骨髄 を脾臓,肝 臓,筋 肉内,皮 下に同

種移植 し, 94例 中脾臓 内で1例 のみ30日 目に

造血巣を認めた以外,大 部分3日 目頃 よ り細

胞は一部濃縮,崩 壊 し壊死 となるが,大 部 は

生存 し7日 目頃 まで明 らかに認め られ, 10日

目頃 よ り急激に減少 し30日 以降に於ては多 く

骨髄細胞は見 られず,脂 肪 巨細胞,異 物 巨細

胞の出現を見,肉 芽組織が増殖 し30日 目頃 よ

り索状に入 り2ケ 月以後には瘢 痕状 とな ると

のべ てい る.下 垂体埋没 の場合の組織学的変

化について も安本70)は牛の下垂体を雌幼若マ

ウスの大腿筋肉内に理没 し, 91～100時 間で

埋没部は線維性結合織でおぎかえられ るとい

い,児 玉教授25)は下垂体細胞は生命力強 く長

くnekrobioseの 状態 を続ける とのべ,本 庶61)

は異種動物内分泌臓器埋没片は埋没後血行障

碍に より変性におち入 るも若干期間は辛 うじ

て生 きていると記載 してい る.以 上の如 く諸

家の成績は上田10)を除 き真の意味の移植に成

行せず,造 血臓器乃至は内分泌臓器 としての

機能は得 られない としている.本 実験に於て

も同種埋没 の場合に於ては速かにnekrobiose

の状態 におち入 るもこの状態を長 く続け,異

物 巨細胞の出現に よ り漸次吸收 され,異 種埋

没例にては速かに壊死におち入 る部分多 く埋

没 組織の周囲に結合織性被膜 を形成 し,そ れ

と共に異物 巨細胞脂肪顆粒細胞 の出現によ り

これ又漸次吸收 され る.以 上の如 く同種及び

異種埋没に よる差異は理没材料 と埋没母体 と

の間の種属の相異によると考え られ,何 れに

しろ移植には成功せず漸次吸收 され るを知つ

た.こ の ことよりして埋没せ られた る骨髄 は

造血臓器 としての機能を発 揮 す る の で は な

く,そ の中に含 まれ る造血促進物質は漸次吸

收 され,ホ ルモン様に直接埋没母体 の造血臓

器を刺戟 し増血を来たす もの と考えざるを得

ない.

次に又埋没せ られた る骨髄 と周囲組織 との

血管連絡についての文献を見 るに,唯 浅田3)

の記載あるのみに して,彼 は移植骨髄片の静

脈洞は速かに移植地即ち淋 巴腺血管 と連絡 し

静脈洞 としての形態を保つ とのべ てい る.又

下垂体 埋没にて児玉教授25)は本実験 と同 じく

腹部大 動脈 よ り墨汁を注入 し,そ の組織標本

にて新生血管の浸入 を認めず といい,本 庶81)

も又血管の新生を 認め て いない.反 対 に 落

合18)は大網膜内移植にて移植片中に血管の新

生 著明な りといつている.本 実験に於ては腹

部大動脈 より墨汁を注入 し透明標本並びに組

織標本を作製 し検索す るに,埋 没骨髄の血管

と周囲組織の血管 との直接連絡は認め られず,

埋没片の周囲に血管は豊富に発達 し,一 部は
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異物 巨細胞 と共 に浸入す る もこれは吸收機転

と考 えられ る.以 上 よ りして埋没骨髄 中の造

血 促進物質は体液的に吸收 されるもの と考え

られ る.

以上骨髄埋没母体の骨髄の組織学的変化,

埋没 されたる骨髄 の時間的組織学的変化及び

その周囲組織 との間の血管連絡 なき点を併せ

考 えて,骨 髄埋没に よる増血作用は埋没部位

に於て骨髄外造血を営むのではな く,埋 没骨

髄 中に含 まれ るホルモン様物質た る造血促進

物質が体液的に徐々に吸收 され,比 較的長期

に亙 り埋没母体の造血機能を刺戟す るもの と

考え られ る.

第5章　 結 論

1)　 赤色骨髄を体 重毎瓩0.5瓦 家 兎大腿内

側筋膜下に埋没 し,埋 没 母体 の骨髄,脾 臓,

肝臓,下 垂体及び副腎の組織学的所見を見 る

に,骨 髄 に於ては埋没後2～3週 に亙 り特に

同種埋没に於て著明な る機能亢進 の像を認め,

他の臓器には著変を認めなかつた.又 対照 と

して筋肉を埋没せ る例 に於ては骨髄に も著変

を認めなかつた.

2)　 埋没せ られた る骨髄片は同種及び異種

埋没例共に,埋 没せる部に於て骨髄外造血を

営む ことな く漸次吸收 され るを知つた.

3)　 埋没骨髄片 と埋没母体 との間に直接血

管の連絡は同種及び異種埋没例共に認められ

なかつた.

4)　 以上 よりして骨髄 埋没による造血機能

促進作用は,埋 没せ られた る骨髄が移植に成

功 して骨髄外造血を営むのではな く,骨 髄 中

に含 まれ る特異な る造血促進物質が体液的に

徐 々に吸收 され,埋 没 母体 の造血臓 器を直接

刺戟す るもの と考 えられ る

擱筆に臨み御懇篤なる御指導と御校閲を賜りたる

平木敎授,大 藤助敎授並びに岡本前講師に深謝す.

(本論文の要旨は第17回 日本血液学会総会に於て

発表した)
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Experimental Studies on the Imbedding of Bone Marrow.

Part 3: The Histological Influence of the Imbedding of Bone

 Marrow upon every kind of Internal Organs and the His

tological Change of the Embedded Bone Marrow.

By

Senichi Mizote

1) When 0.5 gram per body weight kilogram of bone marrow was embedded to normal 

rabbits at the inner part of thigh, the histological influence of it upon the bone marrow, 

the spleen, the liver, the hypophysis and the adrenal glands was observed as follows:

The bone marrow•c•cthe functional acceleration remarkably appeared on image for 

a few weeks after imbedding, particularly of homogeneous bone marrow.

Other internal organs•c•cno notable change was noticed.

Beside, in the case whea the muscles were embedded as a contrasting experiment. no

 remarkable influence upon the bone marrow could be seen either.

2) A embedded bone marrow, in both cases of homogeneous and of heterogeneous imbed

ding, was found to get absorbed by degrees into the embedded part, without any hemato 

poietic function.
3) Between the embedded bone marrow particle and the embedded body, no direct 

connection through blood vessel was perceived, in both cases of homogeneous and heterogneous 

imbedding.

4) Judging from above experiences, the following is concluded:

The function of embedded bone marrow in promoting the formation of blood does not 

mean that it produces blood outside of embedded bone marrow when the imbedding is suc

cessful, but it means that some peculiar substance to promote the formation of blood, which 

is contained in bone marrow, is gradually absorbed into the body and directly stimulates 

the hematopoietic organs in the embedded body.
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溝 手 論 文 附 図

附図1.　 骨髄埋没後2週 間 目の骨髄組織(10×40)

(骨髄機能旺盛なる像を示す)

附図2,　 筋肉埋没後2週 間目の骨髄組織(10×40)

(正常家兎骨髄 と大差を認めない)

附図3.　 埋没骨髄1週 後の組織像(10×40)

附図4,　 埋没骨髄4週 後の組織像10×40)

附図5.　 墨汁を注入せる同種埋没骨髄の2週 後

に於ける透明標本(3×10)

(×印は埋没せる骨髄)


